
西 部 南 太 平 洋 に お け る ア ル ビ ン ガ イ 類 の 種 分 化
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中央マIJ アナトラフ。南部マリアナトラフ，･マヌス海盆及ぴ北フィジー海盆の悉水喰出孔周

辺から採集したアルピンガイ順について，ミトコンドリ７ＤＮＡの塩基配列に基づく系統解析を

行った。中央マljアナトラフと南部マリアナトラフのアルピンガイメ4/uimii。ircfia hessieri集団の

間には。遺伝的な差拠か見られなかった。マヌス海盆と北フ４ジー海盆で探集された個体はい

ずれも，マIJ アナの佃体とは|･lらかに異なる配列を示し未記載種であると考えられる。さらに。

北フィジー海蜚からのみ，哨3 の稙と考えられる個体が少数採集された。これら3 者の間の系統

関係と各海域の拡大開始111』町から。アルビンガイ順の進化過程を考察した。
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Phylogeneiic  relationships  among  gastro|>ods of the  genus  Atvixkwcha
 collected the  four

venl  sites in the  South  Western  Pacific, wcj-e analyzed  based  on  tlie
 nucleotide  sequences  of

niitochondi  ial DNA.  No  genetic  differentiation  was  detected  between  the
 population  of

Alvimtoncka  hessfen  of the Central  M.niami  Trough  and  that of the South  Mariana  Trough.  All

w＼dwWoa ＼* coWecwl  ＼n ＼he Manus  fcasin and  the Noi  fti Fiji Bas'm  were
 genetically <VH≫crent lonn

A.  hessleri. They  nre  thought  to be  a species  different from  A. Itcsshri. In
 addition. the  thiid

species  was  <liseoveied in the  Norfb  Fiji Basin.  On  the  baste of (heir
 phylogenetic  lelationships

and  the  geological  ages  of these  vent fields, we  discussed  the  speciation
 pioeess  of the genus

AlviaiCQNCha.
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1. は じ め に

マリアナ１ラフから ラウ海盆にい たる西部南太平洋の

熱水噴出孔周辺にみら れる化 学合成 生物群集は，マヌ ス

海盆のデ スモ スサイト とニ ュ ーアイ ルラ ンド海 盆を 除

き， シロウリガイを 欠く直で特 徹的である。こ れらの生

物群集では，シロ ウリガ４のニ フチ（生態学的 地位）を，

Atviniconcka 属と4加ｓ。ig属 の大型腹足（巻貝）類が占

めている。こうした腹足類のう ち彖初に 発見されたのが，

ア ルピンガイAlvini‘ａ,1φ4z 鈿ｓsIsriで， 中央マ リアナトラ

フの熟水域 （水 深3,650m ） を模式 産地 として 記載され

た(Okutani and Ohta, 1988 ）。 その後， 同じマ リアナト

ラフの南部（水 深1,470m ）で も同 種 とされる個体群が

発見されている（Ｇａｍｏｅtal･,1993 ）。2 つ の生息場所の

閧には，2,000m を超える水深差があ るに もかかわらず，

拝集された個体には， 顕著な 形迴の違いが見られないこ

とか報告されている （Has ｅｇ２ｗa et al.｡1997）。

マ ヌス海盆，北フ ４ジー海盆及び ラウ海盆の熱水域に

も， アルピ ンガイ類 が生息 している。こ れらの海岐で採

集され た個体は， 一般にマリアナの伺体に比 べ大型で。

別種であ る可能性 が指嫡されているが， 分類学的 な位槻

付けはい まだ不明であ る。

アダレピ ンガイ鵜の槌に形熊学上の分類 彫質に乏しい揚

物群の分類には, 遺伝子マーカーの利用か有効であるか，

アルビ ンガイ類の分翻に分 子系統学の手法を月jい た研究

は， 現在までに，アロザ４ ム分拆により北フィジー海盆

とラウ海 盆の桑Ｍ 間のja 伝的差異を比飲した例（Ｄｅｎｉs

et al｡1993）があ るだけである。

2. 材 料 と方 法

潜 水調 売 船 「し ん かい2000 」，「しんかい6500 」，「 ノ チ

ー ル」の 榊 航 調査に お い て，中 央マリ アナ トラ フ （Alice

Springs Field ），1釘マ リア ナ海嶺 （Ｆｏrｅｃａst Vent Ｒｅ）d），

マ ヌ ス 海ft  (PACMANUS Site ） 及 び 北 フ ィ ジ ー 海 蜚

（Whit ｅＬａｄysile,ＳrARMER II sile ） の 熱水喰 川孔 周 辺で 。

アルビ ンガ イ観， 計80 佃 体を採 災した （衣1 ）。Kojima ｅl

al. <1997) と|同じ 方 法 に よ り ， 各個 体 か ら ， ミ トコ ン ドリ

アＤＮＡを抽 出,  FCR 法 に よ りＣＯＩ領城 の 下 流蛾 を 翊 幅し，

ダ イレ ク ト ・ シー クエ ン ス 法 で塩 塞 配 列 を 決 定 した 。 集

団 の遺 伝 的組成 の 差 の有 憲 性 は，Rlfr ａ ｄ Ｂｅｎtｚｅｎ ｛1989 ｝

の 方 法に よ り 検 定し た。 ア ルピ ンガ イ細 の 系 統 は ， 北 フ

ィ ジー 誨盆 ホ ワ イ|･ レ デ ４－ サ イ トで 採 集さ れ た ヨ モツ

ヘ グ イニ ナIfremeria Mttttiiei を 外 群 （ アウ ト グ ル ー プ）

とし て， 近 隣結 合 法 （Sajtoll and Net, 1987) で 解 析 し た。

3. 結　　 果

ミ ト コ ン ド リ アＤＮＡ ・ ＣＯＩ領妓 の306 埋 基 対 の 配 列

に 基 づ い て 系 統 解 析 を 行 っ た と こ ろ ， 解 析 し た80 個 体

は ， 大 きく ３つ の グ ル ー プ に 分 か れ る こ とが 示 さ れ た。

第１の グル ー プ は ， 中 央 マ リ ア ナ ト ラ フ と 市 部 マ リ アナ

トラ フ の 全 翻 体 か ら 構 成 さ れ て お り,  Aieinic 。,jd,ｓ

ftessUri･に 対 応 す る 。 第２の グ ルー プ は ， マ ヌ ス海 蔵 の 全

て の個体 と 北 フ ４ジ ー 海 盆 の 個 体 の 大 部 分 か ら 碑 成 さ れ

てい た。 北 フ ４ ジー 海 盆 のSTARMER  IIサ イ ト で 採 集さ

れ た５佃 体 の う ち ３佃 体 が 第３の グ ル ー プ を 形 成 し た。

そ れ ぞ れ の グ ル ー プに 属 す る 個 体 閥 の造1 公的 変 異は， グ

ル ープ 閥 の 変 鳬に 比べ 十 分 小 さく ， お の お のの グ ル ープ

に 属 する 佃 体は 別 の種 で あ る1･f能 性 が高 い 。 各 グル ープ

の 分 類学 的 位 置 付 け を 行 う た め に は ， 綿 密 な外 部 澎態 の

吟 味 や徴 禰 な内 部 形態 の 比 較 な ど ， より,IF襴 な 検 討 が必

要 であ る が ，本 碵 では 暫 定 的 に こ れ ら を 別 刊 と 名･え ，|･ 。

記 の 第２の グ ル ープ を 構 成す る 例 体 邵 を 種 Ａ ， 第３の グ

ルー プを 種 Ｂ と す る 。

マIJ ア ナ トラ フ の ア ルピ ン ガ イ （第１グ ル ープ ） で は，

川 一の配 列 を持 つ 個体 が ，中 央 トラ フと 南 部 ト ラ フ の肉

方で優Iliし て い るのに 加 え。 他 の2 種 類 の配夕||を もつ 叫 体

が｡11j 方 の 集・ に 川現 し てお り， 人 きな 水 深の 差 に も か

か わ らず 鍛lllS･ に111 藾 な 違 い は 兇 川 さ れな か,j た 。Raff

ｓｌｄ Ｂｅｎｌｌｅｎ（19891 の 方法 に よる検 定 でも，2 つ の 集I槨11に

ｲI･意 な 遺伝 的翩 成の 差 は 検?11さ れ な か９ た （j･0.102) 。 マ

ヌ ス海盆 と北 ７ ４ ジ ー 海 岔 の 種 Ａ で も1111様 に ， 鯲Iliす る

配 列が 共遡 し， 有意な 差は 検 川 さ れな か,j た り,･0377) 。

暫 定 的 な３種 の「11の 系 統| 蝴係 を 推 定 する た め に 。 さら

に|･｡流 の 肥列(21G 塩 雌 対 ｝ を 決 定 し ， アjレピ ン ガ ４ と

同 じj ヽイカプ リ ニ ナ 刊一｛P･ ’ｏｖａｎｎｉｄａｅ｝ に 幗 す る 近縁 種

ヨモ ツ ヘ グ イニ ナ 騨a2･ μia ｓｓ㎡jjlj を 外 醪に し て 。解 析

を 行･j た｡11111 を 図 １に 示 す。 マIJ ア ナ の ア 凡,ビ ン ガ イ

と 種 Ａ か 姉妹 関 係 にあ り ，扣 Ｂ は よ り遠 縁 であ る こ と が

示 さ れ た 。以|･｡の 系 統 関 係は ， 鼻 常 に 高い ブ ー ト スト ラ

フブ確 李410 （Ｓ ）に よ り 支持 され て い る 。
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閃 １ 暫 定 的 な ア ル ビ ン ガ イ３械 間 の 系 統 閥 張

Fig.  1　Phylogenelic relationships ａｍｏ昭lhr ｅｅ tｅｎtalivｅ sj>ecies ofﾉ111Ⅲａ ｓrみｓ.

４. 考　　 察

現 在 まで に ア ルピ ンガイ匐 の生息が確 認されているの

は， 本研 究で サ ンプリ ングを行っ たマリア ナト ラフ。マ

ヌ ス海 盆, 北 フ ィジー海 盆の他 にはラウ海蜚のみである。

ｔ フ ４ジ ー海 盆の拡 大 が開始 し たのが1000 万年以 上前

であ る （Ｍａｌａｈｏｆｆ et al.,1982）のに 対し。 マ リア ナト ラ

フは500 万 年前 （Ｈｕｓｓｏｎｇ and Ｕｙeda, 1982 ），マ ヌス海

盆 とラ ウ海 盆は35｛｝万年i*f (Taylor 1979; Weissel. 1977 ｝

とい われてい る。

ア ルビ ンガイ類 の利|分化肖 程につ いて。 苫矜らが現在

考えて い る仮説 を図２に 示す。 こ れか 正しければ， 北フ

１ ジー 海盆で 誕 生した全ての ア ルピ ンガ イの共如祖先扣

が， マ リア ナト ラフの拡 人|剔始後， マりアナに 分布を広

げ， こ こで 地理的 に隔離 される 一方，。化フ ィジーに残 さ

れ た集jllが， 扣 Ｂに なる。350 万年 前以降。 マリフナト

ラフ からマ ヌ ス海 盆へ 移人し た集 川か ら種Ａが誕生し，

マ リア ナト ラ フの 染|爿は，Å, 靤ss畑引 こな る。マ リア ナ

トラ フの２つ の熱水 城の 妲i倒問には　 人きな水深の違い

に もか か わらず 隔離 が/11じず，そ れ以 卜｡新しい種は生ま

れな か,J た。 ラウ海 盆には， 北フ ィジーから州 Ｂが移 入

してい る。 比較的la 近 にな･Ｊて， 種 Ａがマ ヌ ス海忿から

北フ ィジーに 分 布を拡 人し， 械Ｂ を駆逐 しつつ あるのが

現在 の状況 とな る。

以ll の シナIJ オのう ち， ラウ 海蜚につ いては現在まで

の とこ ろ｡1111内 に サ ンプ･1 かな く，ｎ 体的なデ ータに 墺

JAMSTECJ. Ｄ皀ｌｐＳｅａ Ｒｅｓ｡14 919!同

づく検証が不可能である。Denis etal. (199司は。アロザ

イム分析に基づき，北フ４ジー集団とラウ集団が，遺伝

的に奨なることを報告している。彼らの分析は，個体毎

でなく，集団全体の平均鮠の比較を行っているので，ラ

ウ海盆の集・ が，種Ｂのみで橘戚されているか，北フィ

ジー集11と同様に，植Ａと種Ｂが共存しているが2種の

割介が大きぐ災なるとすれば，上記のシナリオと矛盾し

ない。

現状では， ラウ海盆のアルピンガイか，他の海域の3

種とは別の第4の秘である可能性も杏定できない。いず

れにせよラウ海盆のサンプルの人手と，稗海域の災団の

より詳繼な構造の解折。そして分岐年代の１確な褸定に

よる。飯説の検,沚が必喫である。
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閃 ２ ア ル ビ ンガ イ 飢の 種 分化 肖 程 に 関 す る 仮 説

Fig.  2 Hypolhelical pr61 ｀pssofs ｐｅｃｉａｌｉｏｎ ｏｌtｈｅｇでnllｓAj 而jfgg 鈿 ．
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